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た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
、

菰
野
町
。
道
路
が
通
り
、
住
宅
が

立
ち
並
び
、
川
が
流
れ
、
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
菰
野
町
は
あ
な
た
に
と
っ
て
住
み

や
す
い
ま
ち
で
す
か
。
そ
れ
と
も
住
み
に

く
い
ま
ち
で
す
か
。

　
今
月
号
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
行

っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
次
期
総
合
計
画
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。「
総
合
計
画
っ
て

何
？
」「
菰
野
町
っ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な

っ
て
い
く
の
？
」。
そ
ん
な
住
民
の
皆
さ

ん
の
素
朴
な
声
が
こ
の
菰
野
町
を
大
き
く

変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
コ
モ
ノ
の
コ
レ
カ
ラ
」、
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
！

わ 菰
野
町
の「
コ
レ
カ
ラ
」を
考
え
る

FUTURE PLANNING
コモノのコレカラ。

和
元
年
度
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
菰
野
町
の
住
み
や

す
さ
に
つ
い
て
「
住
み
や
す
い
」
と
答
え

た
方
は
全
体
の
約
82
％
で
し
た
。
全
て
の

年
代
で
約
72
％
の
方
が
「
住
み
や
す
い
」

と
回
答
し
て
お
り
、
他
の
年
代
に
比
べ
て

特
に
30
歳
代
、
70
歳
代
以
上
の
方
の
90
％

近
く
が
「
住
み
や
す
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
逆
に
「
住
み
に
く
さ
」
を
感
じ
て

い
る
方
は
７
％
で
し
た
。
定
住
意
向
に
つ

令 約
82
％
が
住
み
や
す
い
ま
ち
と
回
答

い
て
も
「
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
し
た

方
が
約
78
％
で
「
移
転
し
た
い
」
と
回
答

し
た
方
は
約
９
％
で
し
た
。

　
結
果
と
し
て
住
み
や
す
さ
、
定
住
意
向

の
ど
ち
ら
も
「
住
み
や
す
い
」、「
住
み
続

け
た
い
」と
感
じ
て
い
る
方
の
割
合
が「
住

み
に
く
い
」、「
移
転
し
た
い
」
と
感
じ
て

い
る
方
の
割
合
を
大
き
く
上
回
り
、
菰
野

町
で
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
満
足
度
が

わ
か
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一

方
で
「
移
転
し
た
い
」
と
回
答
し
た
方
の

理
由
の
約
74
％
が
「
交
通
の
便
が
悪
い
」

で
あ
り
、
次
期
総
合
計
画
へ
も
反
映
す
べ

き
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
町
で
は
今
年
度

も
町
内
公
共
交
通
の
再
編
を
計
画
し
、
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令和元年 10 月８日現在、
18 歳以上の町民 2,000 人

令和元年度町民アンケートの

概要・集計方法

調査
対象

調査
方法

調査
期間

回収
件数

調査票による本人記入方式、
郵送配付、郵送回収

令和元年
10 月 31 日〜 11 月 29 日

1,062 件
（回収率 53.1％）

在
、
町
で
は
第
５
次
菰
野
町
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
町
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和
３
年
３

月
に
10
年
間
の
計
画
期
間
を
終
え
ま
す
。

そ
の
計
画
期
間
終
了
後
に
運
用
さ
れ
る
計

画
が
今
回
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
次

期
菰
野
町
総
合
計
画
」
で
す
。

　
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
に

策
定
を
進
め
る
総
合
計
画
で
す
が
、
そ
の

策
定
に
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
不
可
欠
で

す
。
皆
さ
ん
の
新
し
い
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
盛
り
込
み
、
町
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

現 次
期
総
合
計
画
の
「
コ
レ
カ
ラ
」

40.3%

41.4%

11.3%

5.4%
1.6%

どちらともいえない

住みやすい

どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住みにくい

49.2%

29.2%

12.2%

7.7%
1.6%

どちらともいえない

住み続けたい

どちらかといえば
住み続けたい

どちらかといえば
移転したい

移転したい

住みやすさ定住意向

鈴鹿山脈の麓に流れる三滝川と広
がる住宅地。自然とまちの共生が
感じられる風景が各所にあり、菰
野町のよさを実感できる部分であ
るかもしれません。

その他の令和元年度町
民アンケートの集計結
果は町ホームページで
ご覧になれます。

町民アンケートの集計結果



10
年
お
き
に
計
画
期
間
を
設
け
て

策
定
さ
れ
て
き
た
総
合
計
画
。
さ

て
、
こ
れ
か
ら
の
菰
野
町
は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
理
想
の
将
来
像

を
掲
げ
、
そ
の
姿
を
目
標
に
し
て
計
画
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
現
在
は
実
現
不
可

能
な
こ
と
で
も
何
年
か
先
に
実
現
さ
れ
る

も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
計
画
に

よ
っ
て
住
民
の
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
子
や

孫
が
さ
ら
に
住
み
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
次
期
総
合
計
画
の
策
定
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。「
コ
モ
ノ
の
コ
レ
カ
ラ
」
を

考
え
る
次
期
総
合
計
画
に
住
民
の
皆
さ
ん

も
ど
こ
か
で
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

約 さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

コモノのコレカラ。

次期総合計画を策定するにあたり
「フォトコンテスト」を開催しま
す。次期総合計画のテーマに沿っ

た菰野町の魅力を写した「コモノのコレカ
ラ」写真を募集します。

▶１年以内に撮影された菰野町の写真

▶令和２年 10 月頃を予定

企画情報課
TEL 391-1105　　 391-1188FAX
応募先・問い合わせ

フォトコンテストを開催

期
総
合
計
画
の
策
定
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
新
し
い
要
素
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
担
い
手

と
な
る
町
内
の
小
学
６
年
生
と
中
学
生

を
対
象
と
し
て
「
こ
も
の
の
ミ
ラ
イ
を

つ
く
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
な
か
な
か
意
見
を
も
ら
う
機

会
が
な
か
っ
た
10
代
の
声
を
聞
く
と
と

も
に
、
自
分
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
町
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
考
え
て
も
ら
う
機
会
と

な
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

冊
子
に
掲
載
す
る
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
公
募
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
も
今
年
度
予
定
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
「
地
区
懇
談
会
」
を
実
施
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
く
機
会
も
設
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
得
ら
れ
た
結
果
と
あ
わ
せ
て
町

区
長
会
な
ど
町
内
各
団
体
の
代
表
者
等

次 住
民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
計
画

合
計
画
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
基
本
構
想
や
そ
の
実

現
に
向
け
た
施
策
の
体
系
や
内
容
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、「
菰
野

町
が
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」

と
い
う
理
想
像
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
っ

て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
第

５
次
菰
野
町
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将

来
像
を
「
自
然
の
中
に
人
々
が
集
う
、
笑

総 町
が
目
指
す
べ
き
姿
を
示
す

※町民アンケート自由記述欄より抜粋

27.4%

66.4%

0.8%
5.4%

聞いたことはあるが
内容は知らない

知らない

知っている
（重要だと思う）

知っている
（重要だと思わない）

総合計画の認知度
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住民の皆さんと行政が一体となって作りあげていく次期総合計画。
「コモノのコレカラ」をみんなで思い描いてみませんか。

あいさつをしてくれる小中学
生が多くて、とても幸せな気
持ちになります。今後も大人
も子どももあいさつや会話が
増えれば幸せな気持ちになる
人が多くなると思います。

10 歳代 竹永地区 女性

IC ができたのに観光
地が少ないのがもった
いなく、山や自然など
良いところがいっぱい
あるのにあまり知られ
てないようで残念。
30 歳代 竹永地区 女性

町内全域にわたり
均衡の取れたバラ
ンスの良いまちづ
くりを展開してい
ただきたい。

40 歳代 朝上地区 男性

車の運転がおぼつ
かなくなった時に
移動手段がもっと
便利、かつ現実的
になってほしい。

50 歳代 朝上地区 女性

大切な自然を守って
ほしい。子どもから
高齢者、みんなで支
えあえるあたたかく、
笑顔あふれる町に…

40 歳代 菰野地区 女性

空家が増えていく
現状を危惧してい
ます。地域再生に
役立てられないか
思案しています。

70 歳以上 千種地区 男性

老後が心配なので
老人施設を増やし
てほしい。

60 歳代 鵜川原地区 女性

顔
と
活
力
の
ま
ち
　
菰
野
」
と
称
し
、
持

続
可
能
な
ま
ち
と
な
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
や
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
後
に
行
っ
た
町
内
小
中
学
校
の

校
舎
耐
震
補
強
工
事
や
待
機
児
童
解
消
の

た
め
の
鵜
川
原
幼
保
園
の
園
舎
増
築
工
事

な
ど
は
第
５
次
菰
野
町
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
事
業
を
推
進
し
実
現
で
き
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
で
す
が
一
方
で
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
約
９
割
の
方
が
総
合
計
画
の
内
容
を
知

ら
な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
は
総
合
計
画
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
計

画
策
定
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

町民の声

KOMO-NOTE

こものの
ミライを
つくる
アンケート

菰野町

小学校６年生の

みなさんへ

で
構
成
さ
れ
た
策
定
検
討
委
員
会
が
主
体

と
な
っ
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
総
合
計
画
策
定
に
は

従
来
の
総
合
計
画
の
冊
子
製
作
に
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
ペ
ー
ジ
近
か
っ
た

冊
子
を
町
政
運
営
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方

や
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
で
も
読
み
や
す
い

よ
う
に
ま
と
め
た
概
要
版
を
製
作
す
る
予

定
で
す
。
今
年
度
つ
く
り
あ
げ
る
冊
子
を

概
要
版
と
あ
わ
せ
て
住
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安全安心
自然豊か
発展
観光
魅力
生きがい
活力
ふれあい
幸せ
笑顔
のどか
希望
持続可能
楽しい
伝統
創造
挑戦
文化
その他

66.5％
44.6％

20.4％
17.6％
17.5％
16.1％
15.3％

11.5％
11.4％
11.1％
10.3％
9.2％
7.9％
7.6％

4.2％
4.0％
4.0％
3.6％
2.5％
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将来像のキーワード魅力あるまちづくりのキーワード

01020304050607080

生活安全

健康・福祉
子育て
環境

快適さ
（経済的）
豊かさ
支えあい

教育
観光
都市基盤
産業

文化・スポーツ

にぎわい

持続可能

人権

その他

62.0％

52.8％
29.2％

28.4％
20.1％

19.0％
14.8％

12.4％
10.1％

8.9％
8.1％

7.8％

5.2％

2.9％

2.5％

2.3％

0102030405070 60

第５次菰野町
総合計画の内
容は町ホーム
ページでご覧
になれます。

次期総合計画の中間案を読んで「こ
ういうまちになったらいいな」「こ
んなまちなら住みやすいだろうな」

という想いをサブタイトルにしてみません
か。応募作品は、次期菰野町総合計画（概要
版）のサブタイトルに採用されます。

▶町内在住在学の小学生・中学生・高校生

▶応募用紙へ必要事項を入力し、
　下記へメール送信してください。
▶令和２年 10 月頃を予定

コモノのコレカラ

MAIL keyaki@town.komono.mie.jp

SUB
TITLE

※詳細は、お知らせ版や町ホームページにてお
　知らせします。
※採用作品は若干の修正を行う可能性があります。

対　　象

応募方法

募集開始

※新型コロナウイルス感染症によりコンテスト
を延期、または中止とする可能性があります。

※詳細は、お知らせ版や町ホームページにてお
知らせします。

募集写真

募集開始

開催
予定

考え
よう

町の将来像を描く上で
キーワードとしていく
べきと思うもので多
かったのは「安全安心」
でした。

魅力あるまちづくりの
キーワードとしていく
べきと思うものには「生
活安全」「健康・福祉」
に関心が集まりました。

これまでの総合計画

広報こもの
№ 717

５

新名神高速自動車道の供用開
始とあわせて、その周辺道路
を整備することなども総合計
画には含まれていました。



録
音
LOCK ON

年
、
詐
欺
被
害
が
多
数
発
生
し
て

お
り
、
被
害
は
菰
野
町
内
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
の
金
銭
の
要

求
や
心
当
た
り
の
な
い
請
求
は
鵜
呑
み
に

せ
ず
、
ま
ず
は
警
察
や
周
囲
の
信
頼
で
き

る
人
へ
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

ご
家
庭
の
電
話
機
に
詐
欺
被
害
防
止
機
器

を
導
入
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で
、
着
信
時

に
電
話
の
発
信
者
に
対
し
て
警
告
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
流
し
、
電
話
中
の
会
話
を
録
音
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
殊
詐
欺
の
犯
人

や
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
電
話
を
抑
止

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

近 詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

「この電話は振り込め詐欺等の
防止のため、会話内容が自動録
音されます」などの警告音声が
受信時に相手に流れます。

１ 呼び出し音が鳴る前に
相手に警告

録音機器の
主な機能

会話が自動録音されるため、詐
欺被害にあった場合、証拠とな
ります。

２ 電話中の会話を機器が
自動録音

詐欺被害防止を目的とした機器を導入す
る世帯に対し、町では機器等の購入費を
助成します。

限　定

10台

助 成 額▶機器等購入費の２分の１
　　　　　（上限 5,000 円）
申請期間▶令和２年６月１日～
　　　　　令和２年６月 30 日
申請方法▶機器購入前に申請書を提出
助成対象▶町内在住の 65 歳以上の方がいる世帯
定　　数▶ 10 台
※申し込み多数の場合、抽選を行います。

総務課　安全安心対策室
TEL 391-1102

394-3199FAX

申

請

先

問
い
合
わ
せ

効果がある
90％

効果がない
３％

無回答
７％

ほとんど、または
全くかかってこない
53％

変わらない
４％

無回答
６％

減った
37％

設置者の 90％が不審電話等がなく
なった、または減少したと回答。

設置者の 90％が詐欺被害等の被害防
止のために機器の設置が有効と回答。

機器の設置後、不審な電話や迷
惑電話はどうなりましたか？Q 機器の設置後、詐欺等の被害

防止に効果がありましたか？

詐欺被害防止機器使用アンケート結果【三重県警察本部実施】詐欺被害防止機器の助成

三重県四日市西警察署
生活安全課
TEL 394-0110FAX

問
い
合
わ
せ

特
殊
詐
欺

被
害
防
止
に

そ
の
電
話

も
し
か
し
て

詐
欺
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

現在お使いの電話機
に接続するだけ！

Q

自動通話録音警告機貸与事業の
詳細なアンケート結果は三重県
警察ホームページで公開中

広報こもの
№ 717

７

広報こもの
№ 717

６

▲４月１日の辞令交付式で町長から辞令を受け取る新規採用職員

小林義久（総務課）斉藤 司（都市整備課）大橋克哉（会計
課）高木美紀子（菰野幼稚園 / 菰野東保育園）鈴木康代（竹
永幼保園）谷 美秀（環境課）川﨑浩美（子ども家庭課）諸
岡和歌（千種幼保園）田渕早央里（竹永幼保園）川島有香
里（朝上幼保園）浦川雄哉（消防署）
三重県教育委員会へ 桂山幸和（教育課）

昇

新新

新

昇=昇格　　=新規採用　　=再任用新 再

職
員

昇

新

新

新

昇

新

新

新

再昇 昇

昇

新

昇

昇

昇 昇

昇

昇

昇 昇

昇 再

再

再

【企画情報課】
副主幹 芝田友紀（会計課）係 栗山紀貴（住民課）

昇 昇

【総務課】
課長 片岡芳輝（住民課）室長　黒田雅啓 係長　黒田智之（水
道課）渡辺俊之（教育課）係 小河貴大（住民課）

【財務課】
課長 伊藤 悟（観光産業課）係 稲垣 綾（企画情報課）

昇

新

昇

再 新

【税務課】
課長 相原賢治（財務課） 課長補佐　松岡 均 副主幹　伊藤
ゆき 　小林義久 係　辻 星来　川端 琳

昇

新

新

昇

新

昇

【住民課】
課長　秦 良子（水道課）課長補佐 芝田正博（子ども家庭課） 
係 岸 加奈（都市整備課）岡野智紀（企画情報課）　後藤ゆい

新

再

【健康福祉課】
課長補佐　樋江井晴子 副主幹　藤田明紀 係　津田萌伽　

奥山愛子
【子ども家庭課】

課長補佐　城田圭子 係長 福田吉樹（都市整備課）副主幹　高
木美紀子 係 南川 啓（健康福祉課）   近藤志保里　庄村怜奈

【子ども家庭課付】
係 出口裕香（竹永幼保園）〔三重県立小児心療センターあ
すなろ学園へ派遣〕森 美也子（竹永幼保園）柴﨑千恵（菰
野幼稚園 / 菰野東保育園）樋口絵美（鵜川原幼保園）奥村
茉莉菜（千種幼保園）萩原千尋（菰野西保育園）

【環境課】
課長補佐　飯田隆志（観光産業課）係 大島拓也（税務課） 
職長　山内利浩　諸岡政邦 運転手　谷 美秀

【都市整備課】
課長 片岡県司（下水道課）係長 大矢京市（環境課）副主幹 
堀川恵里（税務課）　河合 暁　斉藤 司 係 増田智成（下水
道課）岩見裕介（財務課）職長　諸岡博哉

【観光産業課】
課長 樋口直也（菰野地区コミュニティセンター） 室長　毛
利広行（住民課）係長 早川忠明（環境課）竹下千鶴（教育課）

【下水道課】
課長　秦 崇 係長 諸岡真也（都市整備課）係 岩﨑勇貴（都
市整備課）

【菰野地区コミュニティセンター】
統括センター長 秦 浩（朝上地区コミュニティセンター）

【鵜川原地区コミュニティセンター】
センター長 阿部孝司（教育課）

【朝上地区コミュニティセンター】
統括センター長 谷 弘哉（税務課）

【千種地区コミュニティセンター】
センター長 小島厚司（総務課）

【会計課】
課長 水谷 浩（教育課）課長補佐　萱苗陽美 副主幹　羽川
教子 係 山川 瞳（総務課）

【水道課】
副主幹　大橋克哉 係 山本寛子（住民課）

【菰野保育園】
主任 長岡亜希子 保育士 藤田亮介（子ども家庭課） 

【菰野西保育園】
園長（副主幹）　秦 奈緒 主任 須﨑有紀子（千種幼保園）保
育士 西山菜摘（鵜川原幼保園）給食調理員 森 裕里（竹永
幼保園）

【鵜川原幼保園】
園長（副主幹）　松岡美樹子 主任 村上弘美（菰野保育園）
教諭・保育士 市川恵理（竹永幼保園）中島千紘（子ども家
庭課付）　水本有泉 給食調理員 松永美香（菰野西保育園）

【竹永幼保園】
園長 丹羽智美（朝上幼保園）教諭・保育士 坂井美月（朝上
幼保園）　武藤彩加 給食調理員 森下真由美（鵜川原幼保園）

【朝上幼保園】
園長 中村由実（千種幼保園）主任 谷村香織 教諭・保育士 
黒田紗世（菰野保育園）　山下貴生　山口恵利賀

【千種幼保園】
園長 小林玲子（鵜川原幼保園）教諭・保育士 江間あゆみ（朝
上幼保園）　木原貴央

【菰野幼稚園 / 菰野東保育園】
園長 金津千恵美（菰野西保育園）教諭・保育士 長橋健介（朝
上幼保園）　畑 杏未

【消防本部消防総務課】
企画監 河村光人（通信指令事務協議会へ派遣）係　小山海
誠　秦 昂大　赤尾一歩

【消防本部消防総務課通信指令室】
室長 井川珠樹（消防署） 係長 伊藤君人（通信指令事務協議
会へ派遣）副主幹 東條 学（通信指令事務協議会へ派遣）

【消防本部予防課】
課長補佐 秦 邦彦（消防署）

【消防署】
企画監 瀧見浩志（総務課）署長補佐 鈴木義行（消防本部予
防課）　平井幸弘 副主幹　今村雅伸　太田隆介 係　栗本正美

新 再

再

【学校教育課】
課長 内田 徹（観光産業課） 室長 山口 了（教育課） 指導主
事 佐藤雅美（教育課）中川貴雄（三重県教育委員会）近藤
智子（三重県教育委員会）係長 板東知子（税務課）副主幹　
河内伸博 係 三宅梨穂（教育課）岡村洵弥（教育課） 

【社会教育課】
課長 縣 明隆（教育課） 課長補佐 黒田裕司（教育課） 係長 
東村宗尚（観光産業課）羽川幸伸（教育課）係 南川文裕（教
育課）水谷裕太（教育課）宮﨑晃輔（教育課）坂口裕恵（教
育課）　松永賀津司　内田正英

異動職員 （　）内は旧所属

退職者

４月１日付

３月 31 日付

　職員の人事異動が発表されました。今年度は
17 人の新規採用職員を迎え、新たな体制で令和
２年度がスタートしました。
　組織再編によりこれまでの教育課が新たに学
校教育課と社会教育課となり、学校教育課内に
教育推進室を、社会教育課内に国体推進室を設
置しました。また、消防総務課内に通信指令室
を設置しました。

人事異動
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１
月
末
以
来
、
感
染
症
の
流
行
が
続

い
て
い
ま
す
。
行
政
は
、
特
に
皆
さ
ん

の
「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を
守
る

た
め
、
必
要
な
施
策
を
迅
速
か
つ
適
切

に
講
じ
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
住
み
よ
い
町
を
作
る
に
は
、
行
政

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
、
そ

し
て
皆
さ
ん
自
身
の
備
え
…
つ
ま
り
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
全
て
が
必
要
で

は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
か
ら
「
い
の

ち
」
を
守
る
に
は
、
と
に
か
く
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
自
助
努
力
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
必
要
な
こ
と
は
一
つ
。
感
染
源
や
ウ

イ
ル
ス
に
接
触
を
し
な
い
。
そ
の
た
め

に
最
も
効
果
的
で
あ
る
の
が
、
外
出
し

な
い
こ
と
で
す
。
特
に
人
が
過
密
な
地

域
や
、
人
の
出
入
り
が
多
い
場
所
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
外
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
に
必
要
な
通

院
、
食
料
品
の
買
い
物
な
ど
は
、
で
き

る
だ
け
少
人
数
で
、
か
つ
短
時
間
で
済

ま
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ウ
イ
ル
ス
は
人
を
介
し
て
ド
ア
ノ
ブ
や

手
す
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
付
着

し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
手
か
ら
除
去
す

る
た
め
、
外
出
の
後
は
必
ず
手
を
洗
い
、

可
能
な
ら
ば
衣
服
も
全
て
洗
濯
す
る
こ

と
が
ベ
ス
ト
で
す
。
消
毒
を
せ
ず
と
も
、

石
け
ん
で
の
手
洗
い
な
ら
２
回
、
気
に

な
る
場
合
は
３
回
行
う
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
く
ら
し
」
を
守
る
方
法

で
す
が
、
行
政
に
は
新
し
く
制
度
を
作

ら
な
く
て
も
、
生
活
に
困
窮
し
た
場
合

に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
最
低
限
の

制
度
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
と

し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
す

る
た
め
の
手
助
け
と
広
報
、
こ
の
２
つ

を
直
ち
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

り

町
長
の

ひとり

語
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Theme 14「いのち」と「くらし」を守るため

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

がい者相談員は、障がいがある方やそ
の家族からの相談に応じ、必要な支援

を行うとともに、地域活動の推進、障がい者
団体等との連携を図り障がいがある方の福祉
増進のための業務を行っています。町では、
身体障がい者相談員３名と知的障がい者相談
員１名を委嘱しています。任期は令和２年４
月１日から令和４年３月 31 日までです。障
がいに悩み等がある方は、お気軽にご相談く
ださい。

障がい者相談員を紹介

障

障がいがある方のための身近な相談員

ポーツ振興に多大な功績をあげられた
方、全国規模以上のスポーツ大会で優

秀な成績を収めた選手や団体を表彰する令和
元年度菰野町スポーツ功労・奨励表彰が行わ
れました。表彰式は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から中止されましたが、
受賞者には下記の代表的な大会での結果を踏
まえて表彰状と記念メダルが贈られました。

菰野町スポーツ功労・奨励表彰

ス

日

スポーツでの功績と栄光を称えて３月

◀
受
賞
者
に
贈
ら
れ
た
記
念
メ
ダ
ル

26日１
４月

自転車の
安全な
利用を

身体障がい者相談員

小
お

澤
ざわ

敏
とし

明
あき

さん

身体障がい者相談員

河
かわ

内
うち

とみ子
こ

さん

身体障がい者相談員

森
もり

田
た

桂
けい

子
こ

さん

宿野 榊

福村

知的障がい者相談員

福
ふく

井
い

良
よし

子
こ

さん吉沢

歩道と車道の区別があると
ころは車道通行が原則です。

自転車は原則車道を

自転車は、車道の左端に寄っ
て通行しなければなりません。

車道は左側を通行

歩道を通行するときは、すぐに停止
できる速度で走り、歩行者の通行を
妨げる場合は一時停止してください。

歩道は歩行者優先

幼児、児童を自転車に乗せるときは、
乗車用ヘルメットを着用しましょう。

子どもはヘルメットを着用

毎年５月は

催眠商法、点検商法、霊
感商法、マルチ商法など
で契約書面を交付しない
場合や事実ではないこと
を告げて法令違反となる
もの

悪質業者とのトラブルや詐
欺などの被害に遭わないよ
う注意しましょう。

「090 金融」など無登録
業者による貸付や法定金
利（年利 20％）を超え
る不当な金利による貸付
を行うもの

消

者
月
間

090

防止

悪 質 商 法

ヤ ミ 金 融

費
飲酒運転、二人乗り、横並び運転
を禁止し、夜間はライトを点灯し
ましょう。信号を守り、一時停止
や安全確認を心がけましょう。

安全ルールを守る

▶自転車に乗りながらのスマートフォン操作は危険です。
▶時間と心に余裕をもって交通事故防止に努めましょう。

Safe Cycling

電話やパンフレットの郵
送により、未公開株、社
債、ファンドへの投資、
通貨の取引などを持ちか
けて、金銭をだまし取ろ
うとするもの

利 殖 勧 誘

消 費 者 被 害の

￥

毛利悠斗
永井健太

奨励表彰

北澤優奈

第 41 回全国選抜高校テニス大会
男子団体の部３位

2019 第 35 回全日本硬式空手道選手権大会
女子小学５年生の部　３位

MFJ 全日本トライアル選手権国際Ａ級スーパークラス
2019 シリーズチャンピオン（2013 ～ 2019 シリーズ 7 年連続９回目）

第 35 回Ｕ 20 日本陸上競技選手権大会
走幅跳　優勝

日本スポーツマスターズ 2019 ぎふ清流大会
サッカー競技　優勝

第２回全日本シニア軟式野球大会　２位

国際大会第 10 回アジアエージグループ選手権
17 歳以下　水球競技　男子チーム　優勝
日本代表として出場

令和元年度第 36 回全国少年少女レスリング選手権大会
小学生の部　３年生 36kg 級　３位

第 24 回全日本レディースソフトボール大会　３位

第 12 回全日本ユース（Ｕ 15）水球競技選手権大会
15 歳以下の部　男子　３位

第 5 回全日本ユース（Ｕ 17）水球競技選手権大会
17 歳以下の部　男子　２位

高松宮記念杯男子第 62 回令和元年度
全日本学生ハンドボール選手権大会　優勝

敬称略

小川友幸

伊藤　陸

中村太信

鈴木啓太郎
伊藤　優

南部忠司

濱口芙美

畑 翔太郎
山田凪航

鈴木悠太
谷　建吾

佐藤歩睦
山田舶隼
城　公耀
門脇唯聖
浅野耕一朗

伊藤聖哉

かば作業所によるマコモの植え付け体
験が音羽の水田で行われました。新型

コロナウイルス感染症対策のため、規模を縮
小しての実施となりましたが、10 人あまり
の参加者は植える間隔が均等になるよう注意
しながらマコモの苗を植えていました。

マコモの田植えを実施

わ

秋の収穫を期待して

日
４月

◀
水
を
張
っ
た
水
田
に
入
り
マ
コ
モ
を
植

え
る
参
加
者
た
ち
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『災害から命を守る「逃げ地図」づくり』
▶逃げ地図づくりプロジェクトチーム / 編著
▶ぎょうせい（369.3/ サ） 

「逃げ地図」とは、災害時にどこへどう逃げたらいいかを示
した地図です。自分の住んでいる地域にはどんな危険があ
るか、いざというときにどこへ逃げるか、避難にどれくら
い時間がかかるかということを地図で示すために、基礎的
な知識と実践的な手法が解説されています。

『ドーナツの歩道橋』
▶升井純子 / 著
▶ポプラ社 (J913/ マ )
高校に入学したばかりの麦

むぎ

菜
な

の心は新しい学校と友達、介
護が必要なおばあちゃんのことなど、さまざまな悩みでいっ
ぱいでした。それはまるで、歩道橋のらせん階段のようです。
高校生の揺れ動く気持ちをみずみずしく描いています。

『じんたのおっぽ』
▶ハヤカワマサコ / 文
▶かつだえいこ / 絵
▶菰野町絵本の町づくり文化プロジェクト実行委員会 (E/ カ )
昨年度の菰野町手づくり民話絵本コンクールで最優秀賞に
選ばれた作品です。やわらかいタッチでテーマの「長者池」
でおこる龍神さまときつねのじんたとの交流を描いていま
す。小さな子どもからお年寄りまで楽しめる心あたたまる
おはなしです。

新着図書から

１ 金

２ 土

３ 日

４ 月

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金

９ 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

図書館カレンダ－５

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため臨時休館

ありがとう
ございます

俳
句
　	

	

　
　
伊
藤
菰
風
　
選

菰野町では、令和元年台風第 19 号災害の被災地に対す
る義援金の受付を行っています。皆さまから義援金とし
て、233,948 円（４月 23 日現在）のご支援をいただい
ています。この義援金は日本赤十字社三重県支部を通じ
て被災地へ送ります。

令和元年台風 19 号被害へのご支援ありがとうございます

社会福祉のために▶ピアゴ菰野店から 58,614 円▶匿名で１万円▶髙
橋正士さんから 10 万円▶北岡フミ子さんから 10 万円▶匿名で手作
りマスク 54 枚▶匿名で 10 万円▶匿名で５万円
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総務課
安全安心対策室

問い合わせ

TEL 391-1102
394-3199FAX

坂
さ か

川
が わ

暘
よ う

谷
こ く

　坂川暘谷は、坂川吉右衛門喜長の子として宿
野村で生まれました。父は菰野藩十人扶

ふ

持
ち

賄
まかない

方
かた
※１で、幼時は宿野村の小沢蜂陵の門下で句

読、書道を教わりました。菰野藩旧記の中に寛
政３年（1791 年）５月、幼名を万之助といい、
御
お

坊
ぼう

主
ず
※２に召し抱えられ、後に下祐

ゆう

筆
ひつ
※３、祐

筆見習いに進み、号を暘谷と名乗ったと記述が
あります。後に江戸芝浜松町に芝泉堂と称する
私学校を建てて書道を教え、栗田御殿の門派溝
口流の門に入り、晩谷を師として、後に松野雲
谷に学び免許皆伝となりました。さらに江戸で
名声をあげ、芝泉堂専用の筆、紙、墨を販売す
る店舗ができ、隆盛を保ちました。
　菰野藩士中、祐筆、代官等は江戸へ出向き、
坂川父子の門下となり書道を修めたといわれて
います。郷土の名書家でありましたが芝浜松町
在住であったため、地元にはわずかな遺品だけ
が残されてい
ます。

江戸の書家

第74回

1212

【３月末現在】【３月末現在】
３３

◀
暘
谷
の
書

MOE 絵本屋さん大賞 2019
雑誌 MOE の絵本屋さん大賞 2019 の入賞作品
を紹介します。『なまえのないねこ』『ころべば
いいのに』『たべものやさんしりとりたいかいか
いさいします』などが選ばれました。

※１
※２
※３

扶持賄方
御坊主
祐筆

米などの俸禄を給与する役職
将軍付の雑用役
文書・記録の作成をつかさどる役職

数 増減
　　　総人口 41,610 人 － 21 人

男 20,623 人 ＋１人
女 20,987 人 － 22 人

　　　総世帯数 16,666 世帯 ＋ 42 世帯

件数 １月からの累計
　　  火災発生 １ ３
　　　救急車出動 96 338

交通事故 ７ 34
急病 65 219
一般負傷 12 60
その他 12 25

　　　救助出動 １ ４
　　　交通事故 84 244

物損事故 79 235
人身事故 ５ ９

死者 ０ ０
傷者 ６ 10
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◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

「子どもの読書週間」

▶５月 12 日まで

子どもの
読書週間

子どもに読書を勧めるだけでなく、大人
も子どもの読書の大切さを考えるとき、
それが「こどもの読書週間」です。  

４月23日　　５月12日

「出会えたね。とびっきりの１冊に」

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
５月は臨時休館します

休館中の本の返却についてはブック
ポストをご利用ください。ただし、
右記についてはインターホンで職員
の呼び出しをお願いします。

▶ DVD・CD 付きの本
▶大型絵本
▶紙芝居
▶他館から借りた本
▶図書館から連絡した予約本の貸出



広報菰野５月号
令和２年５月１日発行
▶企画編集　企画情報課
▶印刷　イヤマ印刷

■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は役場企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。

コロナウイルス感染症新 型

D o n ' t  L o s e  t o  t h e  C O V I D - 1 9
対　策

まずは手洗いの徹底から
住民の皆さんが「こまめな手洗い」
を心がけるだけでウイルスの拡大
を防ぐ効果があります。やむをえ
ない外出は短時間にし、外出のあ
とはすぐに手を洗いましょう。

３つの「密」を避ける
不要不急の外出は控え、外から持
ち込まれたものは可能なかぎり、
消毒してください。また、３つの

「密（密閉空間・密集場所・密接場
面）」を避け、人と人との距離を２
㍍程度確保するようにしましょう。

WASH
YOUR
HANDS

刻一刻と変化する新型コロナウイルス感
染症の動向に合わせて、町ではさまざま
な対策や支援を行っています。お知らせ
版などで各種支援や行事予定の変更など
をお伝えしています。また、最新の情報
は町ホームページや防災ラジオなどでお
知らせしています。ご確認ください。

最新情報は HP やラジオで

次のような症状がある方は、直接
医療機関に行かず、まずは帰国者・
接触者相談センターにお問い合わ
せください。

もしかしてと思ったら…

▶風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が４
日以上続いている。

▶強いだるさや息苦しさがある。
※高齢者や基礎疾患のある方は２日程度

の症状の継続でもご相談ください。

帰国者・接触者相談センター
桑名保健所 0594-24-3625
(9:00 ～ 21:00、土・日・祝も対応）
三重県救急医療情報センター 059-229-1199
(21:00 ～ 9:00）

町では新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に向けて下記の取り組みを実施して
います。

町の対策状況について

▶役場本庁や各地区コミュニティセンターでの
消毒液の設置と密接・飛沫感染防止対策

▶各公共施設などにマスクや消毒液を配付
▶葬祭会館および火葬場の清掃強化
▶社会教育施設の利用キャンセル料を免除
▶町税の納税、水道料および下水道使用料など

の支払いを猶予
▶中小企業等へのセーフティネット認定手続き

「菰野町ホームページ」
【新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ】ページ 

４月 23 日時点
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